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本書は、美術史家の桜井武氏が主にロンドン市内にある１３の美術館等につ
いて、開館の経緯から作品の見所までわかりやすく解説したものである。著
者は１９４４年に静岡県に生まれ、慶應義塾大学文学部仏文科を卒業後、アメリ
カのシカゴ美術館（The Art Institute of Chicago, http : //www.artic.edu/aic
/index.php）に付属するシカゴ美術館美術学校（School of the Art Institute
of Chicago, http : //www.saic.edu/）に留学した。そして、イギリスの文化交
流機関ブリティッシュ・カウンシル（British Council）のアート担当官を務
め、数々のイベントに携わり、１９９１年にエリザベス女王から大英勲章（Mem-
ber of the Order of the British Empire: MBE）を授与された。２００８年４月に
は、熊本県熊本市上通町にある熊本市現代美術館（http : //www.camk.or.jp/）
の館長に就任した。この美術館は九州で初めて現代アートを展示する美術館
として２００２年１０月に開設されたが、著者は３代目の館長である。本書以外の
著作には、『英国美術の創造者たち』（形文社、２００４年）がある。
本書は計１０章で構成されている。第１章「ヨーロッパ絵画の流れをたどる
―ナショナル・ギャラリー」、第２章「イギリス美術の歴史と現在 ―テイト・
ブリテン／テイト・モダン」、第３章「フランス・ロココの瀟洒な美術館 ―ウ
ォーレス・コレクション」、第４章「優美に刺激的に美術を演出する ―ロイ
ヤル・アカデミー・オブ・アーツ」、第５章「世界有数の印象派コレクション
―コートールド美術館」、第６章「デザインとファッションの殿堂 ―ヴィク
トリア＆アルバート美術館」、第７章「ロンドンの小さな迷宮美術館 ―サ ・ー
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ジョン・ソーンズ美術館」、第８章「カントリー・ハウスを彩る絵画たち ―
ケンウッド・ハウス」、第９章「人類の歴史がたどれる巨大な博物館 ―大英
博物館」、第１０章「国王が集めた個性的なコレクション ―クイーンズ・ギャ
ラリー」である。芸術ファンならずとも、１度は名前を聞いたことのある美
術館が大半であろう。中学・高校時代に世界史の教科書のページ上で、ある
いは美術の時間に鑑賞したことのある作品を所蔵する美術館も多い。
本書は、冒頭の口絵に各館の名作中の名作をカラーで印刷し、本文には白
黒ながら多数の作品を載せている。読者は解説を読みながら、作者が絵画に
秘めた意味から見逃しがちな細部まで即座に把握できる。目次をめくると、
ロンドン市内の地図が美術館等の位置とともに掲載されているので、限られ
た滞在日数で複数の美術館を効率よく回りたい人には移動時間の見当を付け
やすくありがたい。各章の終わりには美術館等の住所、電話番号、開館時間、
閉館日、入場料、公式ホームページアドレス（日本語サイトの有無を含む）
も記してあるので、本書を読んで興味をかき立てられた人、卒業旅行等でロ
ンドンを訪れる人が日本で種々の情報を入手できるようになっている。
絵画の登場人物、象徴的に使われる小物、絵画が題材にした寓話、絵画の
生まれた歴史的背景といったものを読み解く本は、既にいくつも出版されて
いる。たとえば東京美術から出版されたものに、千足伸行監修『すぐわかる
キリスト教絵画の見方』（２００５年）、同『すぐわかるギリシア・ローマ神話の
絵画』（２００６年）、島田紀夫監修『すぐわかる画家別印象派の絵画の見かた』
（２００７年）、塚本博『すぐわかる作家別ルネサンスの美術』（２００６年）、宝木範
義監修『すぐわかる西洋の美術』（２０００年）、岡部昌幸『すぐわかる画家別西
洋絵画の見かた』（２００２年）、菅野公夫『誰かに教えたくなる西洋美術Q&A』
（２０００年）がある。東京美術以外の出版社からは、J. ホール『新装版 西洋美
術解読事典』（河出書房新社、２００４年）、木村三郎『名画を読み解くアトリビ
ュート』（淡交社、２００２年）、諸川春樹『西洋絵画の主題物語＜１＞聖書編』
（美術出版社、１９９７年）、諸川春樹、利倉隆『西洋絵画の主題物語＜２＞神話
編』（美術出版社、１９９７年）などが出されている。各美術館が所蔵品を詳細に
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解説した図録を出版しているのはいうまでもない。
しかし、「解読」本は世界中の名画を紹介しているため、所蔵館がニューヨ
ーク、パリ、ローマ、ヴェネツィア、マドリードなど、世界中に散らばって
いるのが難点である。また、各美術館が出版した図録は得てして分厚く、持
ち運びが困難で、当然のことながら近隣にある他の美術館の所蔵作品にはほ
とんど触れていない。その点、本書は紹介する対象をロンドン市内の美術館
等に絞ったことで、読者がいろいろな名作を１度の訪問でまとめて鑑賞する
ことを可能にした。選りすぐりの美術館を成り立ちから名品の見所まで簡潔
に、しかも読み応えのある密度で書かれた本は他にあまりない。大きさと価
格の面でも、本書は大いに魅力的である。女性のハンドバッグにも楽に入れ
られる８００円台の新書とA５判で２０００円以上する本や、３０００円以上してかつず
っしりと重い本を比べた際、読者の取り上げやすい本がどれかは明白である。
それでは各章の内容をみていこう。第１章で取り上げたナショナル・ギャ
ラリーは１８２４年に開館されたが、当初は３８点の所蔵作品から出発した。「ナシ
ョナル」の名のとおり、これはイギリス王室のコレクションではない。あら
ゆる階層・職種の人が芸術鑑賞できるよう、ロンドンの中心部トラファルガ
ー広場の前という絶好の位置にあり、入場は無料である（寄付制）。
ナショナル・ギャラリーが誇る近代フランス絵画の拡充に貢献したのは、
なんと経済学者のケインズであった。ケンブリッジ大学を卒業し、イギリス
財務省に勤務していた若きケインズは、１９１７年にパリで孤独死したドガの８０００
点にのぼるコレクションが売りに出された際、ナショナル・ギャラリーの館
長に話を付け、第一次世界大戦下にもかかわらず財務大臣を説得して緊急予
算を引き出した。そして、迫り来るドイツ軍の砲弾が響くパリ市内でのオー
クションに参加し、ドガのパステル画、マネの「マクシミリアンの処刑」（後
述）などを競り落としたという。
第２章のテイト・ブリテンは１９世紀末にナショナル・ギャラリーから分か
れたもので、リヴァプール出身の砂糖王ヘンリー・テイトの支援によって設
立された。角砂糖の生産で巨万の富を得たテイトは、自分のコレクション６５
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点と美術館の設立費用８万ポンドを国に寄付した。その後、ナショナル・ギ
ャラリーからも作品が集められ、１８９７年に刑務所跡地にテイト・ブリテンの
前身、国立イギリス美術館（National Gallery of British Art）が建てられた。
テイト・ブリテンはやがてテイト・リヴァプール、テイト・アイヴス、テイ
ト・モダンを生むことになる。ちなみに、テイト・ブリテンとモダンはテム
ズ川の連絡船（“Tate Boat”）で行き来できる（有料）。途中テムズ川沿いに立
つ名所旧跡も眺められるので、時間のある人にはすすめたい。
第３章「ウォーレス・コレクション」は、ハートフォード侯爵が３代にわ
たって収集した美術・工芸品を展示する。「ウォーレス」の名は、第４代侯爵
の非嫡出子リチャードが母方の姓を名乗り、パリで祖母に育てられ、長じて
父からコレクションを引き継いだからである。リチャードは、１８７０－１８７１年
のプロイセン＝フランス（普仏）戦争の際フランス人およびパリ在住のイギ
リス人の救済と支援に尽力した。この戦争をきっかけに、クロード・モネや
カミーユ・ピサロもロンドンへ亡命したとのことで、当時のパリはさぞかし
不穏な空気に包まれていたのだろう。ウォーレス夫妻も１８７２年にパリからロ
ンドンへ生活拠点を移し、ハートフォード・ハウスにおびただしい数の美術
工芸品を移送した。ロンドン市内でこれらの品々を一般公開したところ、大
変な人気を博したという。しかし、出自ゆえイギリス貴族社会に決して受け
入れられなかったリチャードは、フランス人の妻を残したまま１８８７年にパリ
へ戻り、１８９０年に孤独死したという。未亡人はハートフォード・ハウスのコ
レクションをイギリス政府に寄贈した。１９００年、ウォーレス・コレクション
は国立美術館として公開された。
第４章はロイヤル・アカデミー・オブ・アーツ（RA）を取り上げる。１７６８
年にジョージ３世によって設立され、会員は現在８０名限定という。会員の内
訳は少なくとも彫刻家が１４名、建築家が１２名、版画家が８名と定められてい
る。設立当初から教育機関のロイヤル・アカデミー・スクールを併設し、２０
歳代で RA 正会員となったジョゼフ・マロード・ウィリアム・ターナーもこ
この学生だったという。なお、本書が紹介するように RA の企画展はたしか
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に斬新なものが多いが、無料の常設展示はごく小さい規模である。しかし、
RAのミュージアム・ショップは狭い空間に多数の品物を効果的に展示してお
り、一見の価値があることを付記したい。
第５章のコートールド美術館は世界有数の印象派のコレクションを誇る。
印象派ときくとパリのオルセー美術館が真っ先に思い浮かぶが、コートール
ドも教科書に掲載される有名な作品を多数所蔵する。ここの作品はガラスの
ない額に入っているので、筆遣いから色遣いまで直接鑑賞できるという。
第６章はヴィクトリア＆アルバート美術館（V&A）を取り上げる。近年、
日本でも V&Aの所蔵作品をモチーフにした商品をよく見かけるが、美術館の
設立経緯はほとんど知られていないだろう。V&Aは１８５１年の第１回万国博覧
会の利益を元に翌年設立されたが、現在の名称になったのは開館から４０年以
上後の１８９９年である。欲をいえば、万博のロンドン開催にヴィクトリア女王
の夫アルバート公（１８１９－１８６１）が大きな役割を果たしたことに一言触れて
ほしかった。ドイツ出身で女王の夫という役回りの明確でない立場にあった
アルバート公が、外国人嫌いのイギリス上流階級から次第に受け入れられ、
広く国民に敬愛されるようになった理由の１つは、芸術振興で高く評価され
たからである。ちなみに第一次大戦下の１９１７年、国民の反ドイツ感情に考慮
した国王ジョージ５世は、父エドワード７世（ヴィクトリア女王とアルバー
ト公の長男）以来の王室の家名サックス・コーバーグ・ゴータ（Saxe－Coburg
－Gotha）を廃し、王室の名字（surname）をウィンザー（Windsor）にする
と発表した。サックス・コーバーグ・ゴータは、アルバート公とヴィクトリ
ア女王の母ヴィクトリアの実家の名前（英語読み）である。
第７章はサー・ジョン・ソーンズ美術館を取り上げる。同美術館は、チャ
ールズ・ディケンズがあの『オリバー・トゥイスト』を執筆したロンドンの
一画ホルボーンに立っている。近隣には大英博物館もある。著者はウィリア
ム・ホガースの作品「放蕩者のなりゆき」を紹介しているが、これは現代に
もそのまま通じるテーマである。
第８章は、マンスフィールド伯爵の元邸宅で、フェルメールとレンブラン
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トのコレクションで世界的に知られるケンウッド・ハウスを紹介する。黒人
と白人の若い女性２人が対等に描かれた「ディド・エリザベスとエリザベス・
マレー」（１７７０年頃制作、スコーン・パレス所蔵）の逸話は必読である。前述
のウォーレスは、非嫡出子ゆえイギリス貴族社会から受け入れられなかった。
一方、彼の約１世紀前に生きた初代マンスフィールド伯爵は、海軍司令官の
甥がスペイン船に乗っていたアフリカ人奴隷との間にもうけた娘ディドを引
き取り、彼女に万全の教育を与えた。優秀なディドは伯爵の執務を手伝うよ
うになり、伯爵は家族の一員として彼女に年金を残した。彼は、イングラン
ド国内での奴隷所有を実質的に違法とした１７７２年の「サマセット判決」の判
事としても知られる（http : //www.asamst.ucsb.edu/courses/readingslawso
194/36_wiecek.pdfを参照）。
第９章は大英博物館を、第１０章はクイーンズ・ギャラリーを取り上げる。
前者はいわずとしれた「ロゼッタ・ストーン」や「エルギン・マーブルズ」
で有名な博物館である。後者は、歴代国王の個性的なコレクションだが、エ
リザベス２世とエジンバラ公の意向でバッキンガム宮殿内の礼拝堂跡に１９６２
年に開館したものである。
次に、ロンドンの中心部にあり、他の美術館へ足を伸ばすのにも好都合な
ナショナル・ギャラリー（第１章）に焦点を当て、著者が紙幅の都合で触れ
なかったのであろう、いくつかの非常に興味深い作品を紹介したい。著者は
ハンス・ホルバイン（子、１４９７頃－１５４３）の作品「大使たち（‘The Ambas-
sadors’）」（１５３３年制作）を取り上げた。正式名称は「ジャン・ド・ダントヴ
ィルとジョルジュ・ド・セルヴ」で、モデルは当時ロンドンに滞在していた
若きフランス貴族２人である。セルヴ司教（向かって右）は、フランス国王
フランソワ１世からイングランドとの関係修復という密命を託された。彼は
イングランド訪問の機会を利用し、フランス大使を務めていた友人ダントヴ
ィルに会った。再会を記念すべく、ダントヴィルはホルバインに自分たちの
姿を描かせた。これが「大使たち」誕生の経緯である。本書ではモデル２人
の着た衣装の黒色、左上隅に描かれ絵の額縁にとけ込んでしまいそうなキリ
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スト像、切れたリュートの弦の意味などが解説される。服装の素材による質
感の絶妙な描き分けも見逃せない。さらに、本書で触れなかったが、あごひ
げの１本１本（絵の上の方にあるので見えにくい）、飾り房の糸と組紐の描写
など、ホルバインは細部まで忠実に描いた。モデルの背後にある棚上段に置
かれたクロスステッチの敷物はあまりにも精緻に描かれているので、デジタ
ル写真を貼り付けたかのようにすら見える。
当時のイングランド国王はかのヘンリー８世だった。ホルバインはヘンリ
ーの最初の離婚騒動のさなかである１５３２年にイングランドへ移住し、１５３６年
に国王から王室画家に任命された。「大使たち」が飾られた壁面の右側に、ヘ
ンリー８世の４番目の妻になったかもしれない女性の肖像画がある。「デンマ
ークのクリスティーナ、ミラノ公妃（Christina of Denmark, Duchess of
Milan）」（１５３８年制作）は、ホルバインが女性の全身を描いた肖像画として唯
一現存するものでもある。モデルは、ミラノ公に嫁ぎ１６歳で未亡人になった
デンマーク王女クリスティーナである。喪服を着、髪の毛を被り物の中に完
全に隠しているが、それがむしろはっきりした目鼻立ちと思慮深そうな眼差
しを際立たせている。うら若い未亡人の表情には「快活」「聡明」という言葉
がぴったりだが、同時に少女のようなはにかみと茶目っ気を持つようにも見
える。
継子に男児を渇望したヘンリー８世は、最初の王妃と離婚すべく１５３２年に
ローマ・カトリックから分離までした。しかし、第２后アンが女児（後のエ
リザベス１世）しか産まなかったため、１５３６年５月１９日に王妃を姦通罪で斬
首させ、その１０日後に王妃付の侍女ジェーン・シーモアと再婚した（アン・
ブーリンも最初の王妃キャサリン付の侍女だった）。第３后ジェーンは翌年１０
月１２日に待望の男児（後のエドワード６世）を出産したが、帝王切開が原因
で産褥熱になり、１０月２４日に死亡した。王は王妃の死に衝撃を受け、しばら
く失意の日々を過ごしたという。
一方、父クリスチャン２世がデンマーク王位を追われたためスペイン領ネ
ーデルラントで大叔母や叔母たちに育てられたクリスティーナは、１５３５年に
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夫が死亡するとブリュッセルに戻った。１５３８年３月１２日、彼女は３時間ホル
バインの素描のモデルとなることに同意し、その場に立ち会ったイングラン
ド公使は絵のできを完璧と判断した。この政略結婚は実現しなかったが、ヘ
ンリーはクリスティーナの肖像画をいたく気に入り、手元に残した。ラテン
語、スペイン語、フランス語に通じ、エラスムスやトマス・モア（大法官に
まで就任したが、国王とキャサリン妃の離婚に反対したためロンドン塔へ投
獄され、１５３５年に処刑された）らと親交を持ち、ヨーロッパ最高の教養人と
謳われたヘンリー８世にとって、はちきれんばかりに若く、いかにも才気煥
発といった女性は忘れがたかったろう。
結局、ヘンリー８世はドイツのクレーフェ公の娘アンナ（英語表記 Anne
of Cleves）と結婚することになり、ホルバインがドイツを訪れ彼女の肖像画
を仕上げた。王は肖像画に満足し、実際にアンナに会ったことのある者たち
も実物どおりと保証したという。しかし、花嫁に会った王は肖像画と違うと
怒った。しかもアンはドイツ語しか話せず、ヘンリーが好んだダンスや歌の
素養もなかった。さすがにこの時点で婚姻は取り消せず、１５４０年１月６日に
結婚式が挙げられた。だが、２人は本物の夫婦にならなかったという。結婚
から約半年後の７月１２日に離婚が成立し、アンには「王の妹」という称号、
リッチモンド宮などの不動産が与えられ、くわえて年４３７７ポンドの年金が約
束された。同盟のため政略結婚を推し進めたトマス・クロムウェルは１５４０年
６月１０日に逮捕され、７月２８日に処刑された。ホルバインは王のお気に入り
だったので処刑を免れたという。もっとも、彼は１５４３年１１月にロンドンで伝
染病に罹って亡くなった。まだ４０歳代半ばだった。
他の画家によるアンの肖像画を見ると、たしかにホルバインのほど魅力的
でない気もするが、それほどかけ離れているとは思えない。ただ、ホルバイ
ンが描いたクリスティーナとアンの眼差しはよく似ており、幻の花嫁に強く
引かれたヘンリーがドイツの花嫁に大いに期待したとしても不思議ではない。
画家が見合い用の肖像画をよく描くのは当然だが、本人に対面した君主の機
嫌が損なわれれば、文字通り自分の首が危うくなる。そう考えると、宮廷画
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家もなかなかスリリングな職業ではないか。クリスティーナの肖像画は巨大
な「大使たち」（２０７×２１０㎝）の右側面に飾られているため、その大きさ（１７９
×８３㎝）のわりに見過ごされやすい作品だが、ナショナル・ギャラリーへ出
かける人にはじっくりと味わってほしい。
次にルーベンス（１５７７－１６４０）の作品を紹介しよう。「パリスの審判」と同
じ部屋に、彼がスペイン領ネーデルラント執政イサベラ大公妃の代理として、
ロンドンで和平交渉を行った際、１６３０年にイギリス国王チャールズ１世へ贈
った絵画「マルスから平和を守るミネルヴァ（平和と戦争）」（１６２９－１６３０年
制作）が飾られている。輝くような白い肌と豊満な肉体を持った平和の女神
が左の乳房を絞り、噴水のようにほとばしった乳が女神の息子である富の神
プルトゥスの口に入っている。その背後で、完全武装した戦争と知恵の処女
神ミネルヴァが、狂暴な戦争を好む軍神マルスとそれに従う復讐の女神から
平和と富を守っている。絵画の中央部から右下にかけて松明を持った少年と、
絵の描かれた時代の服装をした少女２人が描かれている。モデルの父親は、
イングランド国王の代理人で画家だったバルタザール・ジュルビエである。
ロンドンでルーベンスは彼の家に滞在していた。
この壮大な絵画（１９８×２９７㎝）はいかなる論理より説得力があり、どんな
美酒美食よりも豪華な接待ではないか。しかも、国王の代理人兼ホストファ
ミリーにまで気を遣う念の入れようである。日本人がルーベンスと聞くと、
豊満な女性像とウィーダ（Ouida）作『フランダースの犬』の主人公ネロを連
想しがちだが、画家が外交官として長年活躍した事実はあまり知られていな
い。１６２６年、ルーベンスは愛妻イサベラ・ブラントに先立たれたが外交では
ますます活躍し、１６２９年にチャールズ１世からナイトの称号を授与され、翌
年１６歳の少女と再婚した。彼の死去はその１０年後だった。
画家と外交官という「二足のわらじ」は、さぞかし相互に効果的であった
ろう。各国の宮廷で国王や有力貴族をモデルに素描する間、情報収集はもち
ろん非公式な交渉を行ったかもしれない。また、優れた知識人や芸術家と直
接交わって彼らの知性と教養を学び取り、人脈を広げただろう。フランス王
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妃マリー・ド・メディシスの生涯を描いた連作（１６２２－１６２５年制作、ルーヴ
ル美術館所蔵）も、画家のもう１つのキャリアを知った上で鑑賞すると、妙
に納得するものがある。
このほか、ナショナル・ギャラリーには近代西洋史を綴る重要な絵画が多
数所蔵されている。たとえば、各国の歴代国王の肖像画を見比べると、世代
を超える遺伝子の主張の強さに驚かされるとともに、ヨーロッパ連合成立の
背景の１つに上流階級を強固に結ぶ血脈のネットワークがあるとわかる。一
方、エドゥアール・マネ作「マクシミリアンの処刑」（１８６７－１８６８年制作）は、
ヨーロッパ有数の名家ハプスブルク家といえども、市民革命以降は歴史の流
れに翻弄されたことを示す。３２歳のマクシミリアン（当時のオーストリア皇
帝フランツ・ヨーゼフ１世の次弟）は、フランス皇帝ナポレオン３世によっ
てメキシコ皇帝に据えられた。やがてメキシコからフランス軍が撤退すると
傀儡皇帝は共和国軍に捕らえられ、裁判の結果２人の腹心の将軍とともに銃
殺された。１８６７年６月１９日のことだった。
ロンドンにある「マクシミリアンの処刑」は、同じ主題でマネが３作制作
したうちの２作目である。作品発表当時のフランスは、マクシミリアンを見
捨てたナポレオン３世の第二帝政下だった。油絵のカンバスは切断され、後
に４枚の断片を印象派の画家ドガが元の作品とほぼ同じサイズのカンバス上
に貼り付けた。左側に、銃殺隊をやや悲しげな目で見つめている将軍が頭部
と首から下の２枚に分けて貼り付けられ、中央部に大きく銃殺隊の全身像が、
右側に止めの銃撃を加える役目を担った軍曹の上半身が貼られている。漫画
のコマ割りのような構成は、銃殺の瞬間をスローモーションで捉えたかのよ
うな効果を生んでいる。左端に立つはずの皇帝と将軍の１人は画面に存在し
ないが、画面に描かれた将軍が皇帝の左手を握り、かえって皇帝の存在を強
く感じさせる。
たった１枚の報道写真が世論を大きく変えることは現代史で何度もあった
が、ドガによって再構成されたマネの絵画にはそのような力強さを感じる。
実際、当局は最終作品を１８６９年のサロンから撤去させ、この場面を描いたリ
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トグラフが画家の生前に出版されることはなかったという。もっとも、マネ
はフランス国内で処刑時の写真を見、アトリエでモデルの兵士たちにポーズ
をとらせ、後は想像で描いたのだが。ちなみに、処刑直前の様子をおさめた
写真をみると、皇帝と２人の将軍は互いに３メートルほど離れて横一列に立
っており、互いの手に触れられる状態ではまったくなかった。画面構成を緻
密に計算し、将軍に皇帝の左手を握らせたマネの卓越したセンスが、発表当
時も、また現在も、この絵の鑑賞者に衝撃を与えるのだろう。
以上みてきたように、本書はイギリス史、西洋史、美術史、さらに国際関
係や国際政治を学ぶ者にとって、教壇のどちら側に立っていても、非常に役
立つものである。各作品の細部、作品が描かれた背景はもちろん、コレクシ
ョンの成り立ちを比較すると、この国の階級社会と経済・産業の発展史が垣
間見えるのも興味深い。教員が西洋史等の講義をするなかで、関連する絵画
を美術館等のホームページにアクセスして教室内で提示し、本書で得た知識
を披露すれば、トリビア満載の楽しい講義となろう。ロンドンを純粋に観光
目的で訪れる人も、あらかじめ本書を通読し、作品に対する理解を深めてほ
しい。時間と費用をかけてロンドンを訪問しながら、世界的な名作を見逃し
たのではもったいない。そして、名作の前に立つだけでなく、本書に記され
た鑑賞のポイントをじっくりと味わってほしい。そうすれば、イギリスとい
う国の歴史とその重みが自然と感じられるはずである。
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